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9 月 定 例 会

令和２年度決算
決算に伴う現場調査
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議会その後の対応
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定例会・臨時会で決まったこと
 ・・・・・・・・・・・・ 2～3Ｐ ・・・・・・・・・・・・ 2～3Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４～５Ｐ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ
・・・・・・・・・・７～ 19Ｐ

・・・・・・・・・・・・・20 ～ 21Ｐ
・・・・・・・・・・・・22Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４～５Ｐ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ
・・・・・・・・・・７～ 19Ｐ

・・・・・・・・・・・・・20 ～ 21Ｐ
・・・・・・・・・・・・22Ｐ

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。

町内の四季折々の風景、イベント、自治体や学校等の行事などの写真をお寄せ下さい。
※被写体が人物の場合、必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　               詳しくは議会事務局まで

募集
内容

写真提供：パラグライダー空撮・新垣さん（字兼城）

絶景！ 空から眺める美らの島
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久米島町の人口・世帯数（2021年9月末現在）（2021年9月末現在）

男 4,034人

7,607人計

女 3,573人

4,002世帯
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～兼城獅子舞～
コロナをやっつけろー！コロナをやっつけろー！
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定例会・臨時会

　令和３年９月（第８回）定例会は、９月６日から２９
日の２４日間の日程で行われ、定例会では、令和２
年度の決算をはじめ議案１５件、認定５件、報告２件、
陳情１件、決議２件、意見書３件を審議した。１３人
が登壇し一般質問が行われた。

  令和２年度決算認定　　 
●一般会計決算　　　   

●国民健康保険特別会計決算

●後期高齢者医療特別会計決算

●水道事業会計決算

●下水道事業特別会計決算

  令和３年度補正予算　　　　
●一般会計補正予算（第４号）
　　８６億４，７０７万円（８億３，９２４万円増）

●一般会計補正予算（第５号）
　　８７億４，１２０万円（９，４１３万円増）

●国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　１０億５，５９１万円（１，４９８万円増）

●後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　　８，９２９万円（４７２万円増）

●水道事業会計補正予算（第１号）

●下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　　２億３，４０８万円（３７７万円増）

  条例の改正　　     　　  
●久米島町消防団員の定員、任免、服
務等に関する条例の一部を改正する
条例
　　消防団員の報酬等の基準の策定等について（令
和3年 4月13日消防地第171号）及び消防団
を中核とした地域一部を改正する必要がある。

  一般審議　　　　
●令和２年度久米島町水道事業会計未
処分利益剰余金の処分　
　　令和２年度久米島町水道事業会計決算におけ
る未処分利益剰余金の処分を行うには、地方公
営企業法第 32条第 2項の規程により議会の決
議を必要とする。
　　未処分利益剰余金 274,302,169 円のうち、
16,220,279 円を資本金に組み入れ、残余を繰
り越すものとする。

●久米島町過疎地域持続的発展計画の策定
　　過疎地域持続的発展の支援に関する特別措置法
第８条第１項に基づき、過疎地域持続的発展計画
を定めるときには、議会の議決を経る必要がある。

●沖縄県町村交通災害共済組合の解散に関する協議
　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第290
条の規定により、議会の議決を必要とする。

●沖縄県町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処
分に関する協議
　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第290
条の規定により、議会の議決を必要とする。

●沖縄県市町村総合事務組合規約の変更に関する
協議
　　沖縄県市町村総合事務組合の共同処理する事務
に関する規約を変更することについて協議したい
ので、地方自治法第290条の規定により議会の
議決を必要とする。

  請負契約　　     　　   
●具志川庁舎解体工事請負契約
　契約の方法　指名競争入札
　契約の金額　45,540,000 円
　契約の相手　久米建設株式会社
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9 月 定 例 会

決　　　　　算・・・会計年度の歳入歳出予算の執行実績を示したもの

 Ｐ4～5関連
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キーワード

定例会・臨時会
●清水第 1地区排水路整備工事（R3-1）請負契約
　契約の方法　指名競争入札
　契約の金額　74,800,000 円
　契約の相手　株式会社　髙良建設

●清水第2地区1号沈砂池設置工事（R3）請負契約
　契約の方法　指名競争入札
　契約の金額　49,280,000円
　契約の相手　株式会社　儀間建設

  報告　
●令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金
不足比率の報告

健全化判断比率
地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法
律第９４号）第３条第１項の規程に基づく健全化判断比率

（単位：％）

実質赤
字比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

健全化判断比率 － － 5.6 13.6
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 
財政再生基準 20.00 40.00 35.0 
備考　健全化判断比率のそれぞれの欄において、「ー」と表記されている

場合は、実質赤字額又は連結実質赤字額がないことを表す。  
 

資金不足比率 
地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法
律第９４号）第 22条第１項の規程に基づく資金不足比率

（単位：％）

会計区分 資金不足比率 経営健全化基準
久米島町水道事業会計 －

20.0 久米島町上下水道事業特
別会計 －

備考　各会計の資金不足比率の欄において、「ー」と表記されている場合
は、資金の不足が発生していないことを表す。   
    

　　
●令和２年度久米島町教育委員会の事務に関する
点検・評価報告

                                   

  陳情　   
●字真謝地区のマンドウ原道路の洗堀の改
修に関する陳情

  議員提出　               
●県産品の優先使用に関する決議

●渡名喜島沖合における米軍ヘリコプターからのコ
ンテナ落下事故に関する抗議決議

●渡名喜島沖合における米軍ヘリコプターからのコ
ンテナ落下事故に関する意見書

●コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書

●日米地位協定の抜本的改定を求める意見書

会期：令和３年 8月10日
  令和３年度補正予算　　 
●一般会計補正予算（第３号）
　７８億７８２万円（９，６２２万円増）

第 7 回 臨 時 会

字真謝地区マンドウ原道路現場調査
（建設経済委員会による調査）

陳　　　情・・・公の機関に対して、具体的な事柄について実情を述べて適切な措置をとるよう要望すること
意　見　書・・・国会または関係行政庁に対し、議会の意思をまとめて提出する文書のこと
決　　　議・・・意見書と同様に議会の意思を表明するものだが、法的根拠はなく、議会の意思を対外的に表

明するためになされる議決のこと
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【
歳
入
】

町
税

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
２
８
９
万
９
千
円
の
減
。

徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
年
々
向
上
し
令
和

２
年
度
は
97
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
町
民
の
利
便
性
を
目

的
に
導
入
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
町
税
以
外
の
自
主
財
源
を
増

や
す
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
が
、

町
の
一
般
財
源
と
し
て
重
要
な
財
源
と
な

る
た
め
、
な
お
一
層
の
取
組
を
求
め
る
。

寄
附
金

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
前
年
度
よ
り
３
，

３
５
１
万
８
千
円
の
減
、
大
口
の
寄
附

金
は
あ
る
が
、
件
数
が
減
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
地
元
産
の
返
礼
品
を

増
や
す
な
ど
更
な
る
取
組
を
期
待
す
る
。

【
歳
出
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

　「
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
」
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で

１
千
３
７
１
万
８
，５
０
７
円
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
費
で
３
，
７
５
６
万
４
，
１

２
３
円
、
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

で
１
，
３
７
１
万
８
，
５
０
７
円
の
多

一
般
会
計

額
の
費
用
を
か
け
て
事
業
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
民
間
事
業
者
の
支
援
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
民
か
ら
か
け
離
れ
、
一

部
の
人
が
活
用
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
求
め
る
。

障
害
者
福
祉
費
・
老
人
福
祉
費

　
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見
支
援
事
業

で
、
障
害
者
福
祉
費
に
お
い
て
久
米
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
料
２
８
４
万

１
，
９
６
０
円
、
老
人
福
祉
費
に
お
い

て
報
償
費
50
万
３
，
０
０
６
円
の
支
援

事
業
と
な
っ
て
お
り
、
被
後
見
人
１
１
名

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
法
人
後
見
制
度
の
活
用
や
周
知
の

取
組
み
が
必
要
と
な
る
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

　
医
療
給
付
費
分
現
年
課
税
分
３
万
３
，

５
０
０
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
現

年
課
税
分
１
万
６
０
０
円
の
不
納
欠
損

は
、
１
件
実
態
調
査
を
行
っ
た
が
所
在

不
明
の
た
め
即
時
消
滅
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
、
口
座
引
き
落
と
し

等
に
よ
り
、
年
々
納
付
率
は
伸
び
て
い

る
。
継
続
し
て
徴
収
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収

保
険
料
３
，２
８
７
万
６
，０
０
０
円
（
徴

収
率
１
０
０
％
）、
納
付
書
払
い
と
な
る

普
通
徴
収
分
が
１
，
６
４
２
万
９
，
０

０
０
円
（
徴
収
率
90･

79
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
現
年
度
徴
収
分
で
、
収
入
未
済

額
マ
イ
ナ
ス
20
万
８
，
９
０
３
円
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
や
転
出
さ
れ
た
方
な

ど
、52
件
の
還
付
未
済
額
と
な
っ
て
い
る
。

●
水
道
事
業
会
計

　
損
益
計
算
書
の
資
産
減
耗
費
に
お
い
て

は
１
，５
４
０
万
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、

令
和
元
年
度
建
設
勘
定
と
し
て

計
上
し
て
い
た
予
算
を
、
消
耗

品
と
し
て
費
用
化
し
た
会
計
処

理
と
、
ま
た
、
消
火
栓
の
修
繕

費
や
地
域
交
流
拠
点
施
設
水
道

引
込
負
担
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
流
動
資
産
の
未
収
金
２
，
０

８
４
万
０
０
９
円
に
つ
い
て
は
、

現
年
分
が
１
，
９
０
９
万
６
，

８
１
１
円
、
過
年
度
分
が
８
６

万
３
，
６
９
８
円
儀
間
ダ
ム
の

負
担
金
87
万
５
，
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
不
納
欠
損
額
20
万

７
，
６
６
３
円
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
分
24
名
分
、
件
数
で

85
件
分
を
処
理
し
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業
特
別

会
計

　
下
水
道
工
事
貸
付

に
つ
い
て
は
令
和
２

年
度
は
１
件
の
貸
し

付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
接
続
率
は
67
％
と

な
っ
て
お
り
、
接
続

率
を
上
げ
る
た
め
に

も
接
続
工
事
が
貸
付

額
の
30
万
を
超
え
た

場
合
の
対
応
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
と
の
事
。

決
算
審
査
報
告

令和2年度 一般会計 決算認定
歳入：98億円 歳出：91億円　6億円黒字決算（万円以下切り捨て）

実質収支に関する調書   

令和3年９月定例会（第８回）で令和2年度一般会計、特別会計（４会計）決算が全会一致で認定されました。

区　　分

金　　額

歳入総額

９８億３，２１５万円

歳出総額

９１億３，７１２万円

歳入歳出差引額

６億９，５０３万円

実質収支額

６億５，８７６万円

翌年度へ
繰り越すべき財源
（繰越明許費繰越額）

３，６２６万円

特
別
会
計

実質収支に関する調書   

地方交付税
33億159万円

総務費
35億3,785万円

国庫支出金
17億8,098万円

県支出金
16億6,015万円

その他
10億2,161万円

入ってきたお金
９８億３，２１５万円
※千円以下切り捨

寄付金
1億3,889万円

繰入金
5億2,805万円

町債
6億9,999万円

町税
　 7億86万円

使ったお金
９１億３，７１２万円
※千円以下切り捨

民生費
14億4,886万円

農林水産業費
9億8,194万円

災害復旧費
363万円

議会費
7,948万円

公債費
6億5,761万円

商工費
3億4,906万円

消防費
2億6,348万円

教育費
7億2,825万円

土木費
6億6,370万円

衛生費
4億2,320万円

　決
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
13
人
の
委
員
（
議
員
）
で
構
成
さ
れ
た

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
10
日（
金
）、
13
日（
月
）
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
審
議
し
た
。
審
査
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
す
る
。

▲基金とは条例により、特定の目的のために財産を維持し、資金を積
み立て又は、定額の資金を運用するために設けられる資金又は財産
をいう。基金残高が多い方が貯金が多いといえる。

▲※水道事業特別会計の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資
本金で補てん

（金額の差引等は一致しません）

　　　　   基　金　名
財政調整基金
地域振興基金
減債基金
地域福祉基金
土地開発基金
中山間ふるさと農産活性化基金
庁舎等建設基金
環境保全基金
国保保険給付準備基金
ふるさと納税基金
前村幸秀人材育成基金
九条交付金事業基金
風の帰る森プロジェクト応援基金
美ら海環境基金
森林環境譲与税基金

基  金（資金積立）残  高
     残　高　   
15億7,796万円
9億7,317万円
5,968万円
4,919万円

1億8,299万円
1,881万円

5億2,124万円
91万円

2,409万円
1億317万円
1億2,731万円

0万円
2,295万円
406万円
99万円

　　　　会計名 
国民健康保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
下水道事業会計 
水道事業
特別会計

収益的収支
資本的収支

令和２年度 特別会計決算認定  （単位：千円以下切り捨） 
歳入総額  
9億5,674万
5,328万

2億6,549万
2億3,430万

0万

歳出総額  
9億4,450万
7,855万

2億6,441万
2億2,094万
9,106万
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【
歳
入
】

町
税

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
２
８
９
万
９
千
円
の
減
。

徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
年
々
向
上
し
令
和

２
年
度
は
97
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
町
民
の
利
便
性
を
目

的
に
導
入
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
町
税
以
外
の
自
主
財
源
を
増

や
す
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
が
、

町
の
一
般
財
源
と
し
て
重
要
な
財
源
と
な

る
た
め
、
な
お
一
層
の
取
組
を
求
め
る
。

寄
附
金

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
前
年
度
よ
り
３
，

３
５
１
万
８
千
円
の
減
、
大
口
の
寄
附

金
は
あ
る
が
、
件
数
が
減
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
地
元
産
の
返
礼
品
を

増
や
す
な
ど
更
な
る
取
組
を
期
待
す
る
。

【
歳
出
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

　「
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
」
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で

１
千
３
７
１
万
８
，５
０
７
円
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
費
で
３
，
７
５
６
万
４
，
１

２
３
円
、
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

で
１
，
３
７
１
万
８
，
５
０
７
円
の
多

一
般
会
計

額
の
費
用
を
か
け
て
事
業
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
民
間
事
業
者
の
支
援
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
民
か
ら
か
け
離
れ
、
一

部
の
人
が
活
用
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
求
め
る
。

障
害
者
福
祉
費
・
老
人
福
祉
費

　
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見
支
援
事
業

で
、
障
害
者
福
祉
費
に
お
い
て
久
米
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
料
２
８
４
万

１
，
９
６
０
円
、
老
人
福
祉
費
に
お
い

て
報
償
費
50
万
３
，
０
０
６
円
の
支
援

事
業
と
な
っ
て
お
り
、
被
後
見
人
１
１
名

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
法
人
後
見
制
度
の
活
用
や
周
知
の

取
組
み
が
必
要
と
な
る
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

　
医
療
給
付
費
分
現
年
課
税
分
３
万
３
，

５
０
０
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
現

年
課
税
分
１
万
６
０
０
円
の
不
納
欠
損

は
、
１
件
実
態
調
査
を
行
っ
た
が
所
在

不
明
の
た
め
即
時
消
滅
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
、
口
座
引
き
落
と
し

等
に
よ
り
、
年
々
納
付
率
は
伸
び
て
い

る
。
継
続
し
て
徴
収
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収

保
険
料
３
，２
８
７
万
６
，０
０
０
円
（
徴

収
率
１
０
０
％
）、
納
付
書
払
い
と
な
る

普
通
徴
収
分
が
１
，
６
４
２
万
９
，
０

０
０
円
（
徴
収
率
90･

79
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
現
年
度
徴
収
分
で
、
収
入
未
済

額
マ
イ
ナ
ス
20
万
８
，
９
０
３
円
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
や
転
出
さ
れ
た
方
な

ど
、52
件
の
還
付
未
済
額
と
な
っ
て
い
る
。

●
水
道
事
業
会
計

　
損
益
計
算
書
の
資
産
減
耗
費
に
お
い
て

は
１
，５
４
０
万
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、

令
和
元
年
度
建
設
勘
定
と
し
て

計
上
し
て
い
た
予
算
を
、
消
耗

品
と
し
て
費
用
化
し
た
会
計
処

理
と
、
ま
た
、
消
火
栓
の
修
繕

費
や
地
域
交
流
拠
点
施
設
水
道

引
込
負
担
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
流
動
資
産
の
未
収
金
２
，
０

８
４
万
０
０
９
円
に
つ
い
て
は
、

現
年
分
が
１
，
９
０
９
万
６
，

８
１
１
円
、
過
年
度
分
が
８
６

万
３
，
６
９
８
円
儀
間
ダ
ム
の

負
担
金
87
万
５
，
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
不
納
欠
損
額
20
万

７
，
６
６
３
円
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
分
24
名
分
、
件
数
で

85
件
分
を
処
理
し
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業
特
別

会
計

　
下
水
道
工
事
貸
付

に
つ
い
て
は
令
和
２

年
度
は
１
件
の
貸
し

付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
接
続
率
は
67
％
と

な
っ
て
お
り
、
接
続

率
を
上
げ
る
た
め
に

も
接
続
工
事
が
貸
付

額
の
30
万
を
超
え
た

場
合
の
対
応
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
と
の
事
。

決
算
審
査
報
告

令和2年度 一般会計 決算認定
歳入：98億円 歳出：91億円　6億円黒字決算（万円以下切り捨て）

実質収支に関する調書   

令和3年９月定例会（第８回）で令和2年度一般会計、特別会計（４会計）決算が全会一致で認定されました。

区　　分

金　　額

歳入総額

９８億３，２１５万円

歳出総額

９１億３，７１２万円

歳入歳出差引額

６億９，５０３万円

実質収支額

６億５，８７６万円

翌年度へ
繰り越すべき財源
（繰越明許費繰越額）

３，６２６万円

特
別
会
計

地方交付税
33億159万円

総務費
35億3,785万円

国庫支出金
17億8,098万円

県支出金
16億6,015万円

その他
10億2,161万円

入ってきたお金
９８億３，２１５万円
※千円以下切り捨

寄付金
1億3,889万円

繰入金
5億2,805万円

町債
6億9,999万円

町税
　 7億86万円

使ったお金
９１億３，７１２万円
※千円以下切り捨

民生費
14億4,886万円

農林水産業費
9億8,194万円

災害復旧費
363万円

議会費
7,948万円

公債費
6億5,761万円

商工費
3億4,906万円

消防費
2億6,348万円

教育費
7億2,825万円

土木費
6億6,370万円

衛生費
4億2,320万円

　決
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
13
人
の
委
員
（
議
員
）
で
構
成
さ
れ
た

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
10
日（
金
）、
13
日（
月
）
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
審
議
し
た
。
審
査
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
す
る
。

▲基金とは条例により、特定の目的のために財産を維持し、資金を積
み立て又は、定額の資金を運用するために設けられる資金又は財産
をいう。基金残高が多い方が貯金が多いといえる。

▲※水道事業特別会計の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資
本金で補てん

（金額の差引等は一致しません）

　　　　   基　金　名
財政調整基金
地域振興基金
減債基金
地域福祉基金
土地開発基金
中山間ふるさと農産活性化基金
庁舎等建設基金
環境保全基金
国保保険給付準備基金
ふるさと納税基金
前村幸秀人材育成基金
九条交付金事業基金
風の帰る森プロジェクト応援基金
美ら海環境基金
森林環境譲与税基金

基  金（資金積立）残  高
     残　高　   
15億7,796万円
9億7,317万円
5,968万円
4,919万円

1億8,299万円
1,881万円

5億2,124万円
91万円

2,409万円
1億317万円
1億2,731万円

0万円
2,295万円
406万円
99万円

　　　　会計名 
国民健康保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
下水道事業会計 
水道事業
特別会計

収益的収支
資本的収支

令和２年度 特別会計決算認定  （単位：千円以下切り捨） 
歳入総額  
9億5,674万
5,328万

2億6,549万
2億3,430万

0万

歳出総額  
9億4,450万
7,855万

2億6,441万
2億2,094万
9,106万
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　９月２日（木）全議員で島内現場の調査を行った。仲里公園（仲里公園整備事業）、儀間１号線（儀
間１号線道路整備事業）、兼城港ターミナル（兼城港旅客ターミナル整備事業）、清水第１地区
沈砂池（水質保全対策事業（耕土流出防止型））４カ所を調査し、事業完了状況を確認した。

仲里公園整備事業

儀間１号線道路整備事業

水質保全対策事業（耕土流出防止型）

兼城港旅客ターミナル整備事業

令和２年度決算に伴う島内現場調査
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ＱＲコードを読み取ると各議員の一般質問の音声を聴くことが できます。

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

翁長 学 議員

翁
長
　
①
４
年
度
第
12
回
全

国
能
力
共
進
会
が
、
鹿
児
島
で

行
わ
れ
る
。
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

町
長　

大
会
審
査
会
に
向
け
、

町
、
和
牛
改
良
組
合
、
Ｊ
Ａ
久

米
島
支
店
３
者
で
取
り
組
む
。

翁
長
　
本
町
に
お
い
て
、
血

統
相
違
問
題
が
起
き
、
大
会
参

加
が
危
惧
さ
れ
る
。

町
長　

本
町
の
牛
の
評
価
が
非

常
に
疑
わ
れ
、
今
後
問
題
が
な

い
よ
う
に
生
産
者
は
じ
め
関
係

機
関
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長　

若
い
畜
産
農

家
の
方
々
も
、
既
に
全
共
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
我
々

も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

翁
長
　
行
政
と
し
て
大
会
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
前
向
き
の
意
見
を
頂
き
、
後

押
し
を
お
願
い
し
た
い
。
一
括

交
付
金
事
業
で
の
導
入
牛
の
事

業
が
終
了
に
な
る
。
４
年
度
以

降
も
導
入
事
業
を
要
望
す
る
。

産
業
振
興
課
長　

沖
縄
振
興
市

町
村
交
付
金
事
業
が
新
た
に
始

ま
り
、
計
画
書
を
財
政
担
当
課

に
申
請
し
て
い
る
。

翁
長
　
改
良
組
合
の
若
い
メ

ン
バ
ー
が
、
受
精
卵
移
植
事
業

を
行
っ
て
い
て
人
工
授
精
で
や

る
経
緯
と
、
受
精
卵
移
植
に
移

行
し
た
場
合
、
経
費
的
に
高
い

リ
ス
ク
が
あ
り
、
行
政
の
方
か

ら
助
成
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

先
進
的
な
物

の
考
え
方
で
、
畜
産
経
営
し
て
い

る
若
い
農
家
も
い
る
の
で
、
Ｊ

Ａ
も
町
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
め
た
ら
い
い
と
感
じ
る
。

町
長　

新
し
い
技
術
を
導
入
す

る
こ
と
は
大
事
と
思
う
。
行
政

と
し
て
支
援
し
た
い
。

畜産振興を問    

支援する答

　一般質問の音声をYouTube(外部サイト)により配信しています。
各議員のQRコードを読み取り、ぜひお聴きください。

QRコードを読み取ると、一般質問の
内容が全て聴くことができます！　

(※音声配信は１年間です。)

一
般
質
問
の
記
事
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
で
は
年
号
（
令
和
）
を
省
略
し
て
お
り
ま
す
。

令和元年に開催された　第１１回全国和牛能力共進会（肉用牛の部）



88くめじま議会だより No.78
2021（令和3）年12月1日

吉
永
　
本
町
の
雇
用
情
勢
の

現
状
は
。

町
長　

島
外
で
の
雇
用
止
め
等

の
影
響
で
、
失
業
認
定
の
受
給
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
コ

ロ
ナ
禍
で
新
規
開
業
さ
れ
た
事

業
者
も
あ
る
。
現
状
で
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

吉
永
　

コ
ロ
ナ
後
の
地
域

雇
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル

に
伴
う
需
要
を
見
出
し
、
地
域

雇
用
創
出
を
促
進
し
た
い
。

吉
永
　
新
た
な
生
活
ス
タ
イ

ル
に
伴
う
需
要
の
想
定
と
取
り

組
み
は
。

商
工
観
光
課
長　

観
光
等
し
な

が
ら
働
く
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

飲
食
店
に
お
け
る
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
需
要
な
ど
想
定
。
案
内
冊
子

を
商
工
会
と
連
携
し
て
作
成
し

て
い
る
。

吉
永
　
今
後
の
地
域
雇
用
と

関
係
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

準
備
は
。

企
画
財
政
課
長　

国
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
庁
が
９
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
見
込
み
、
全

国
の
取
組
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
国
と
歩
調
を
あ
わ
せ
、
遅
れ
を

と
ら
な
い
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

吉
永
　
デ
ジ
タ
ル
化
を
担
う

人
材
の
確
保
と
、
対
応
す
る
た

め
の
学
び
直
し
支
援
は
。

企
画
財
政
課
長　

外
部
か
ら
の

人
材
の
確
保
や
、
国
等
が
行
う

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
活
用

し
て
人
材
の
育
成
や
普
及
を
図

り
た
い
。

吉
永
　
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
の
活
用
は
で
き
な

い
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ
の
制
度
は

雇
用
に
お
け
る
人
材
確
保
と
い

う
面
で
魅
力
的
。
他
地
域
の
事
例

を
見
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
る
。

問       

移
住
・
定
住
推
進

の
現
状
は

答   

オ
ン
ラ
イ
ン
で
動

画
配
信
な
ど
工
夫

吉
永
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
は
。

企
画
財
政
課
長　

オ
ン
ラ
イ
ン

で
生
中
継
動
画
配
信
な
ど
工
夫

し
て
い
る
。

吉
永
　
第
２
次
久
米
島
町
総

合
計
画
も
半
分
が
過
ぎ
た
。
計

画
の
見
直
し
な
ど
議
論
が
な
さ

れ
た
か
。

企
画
財
政
課
長　

久
米
島
町
振

興
計
画
審
議
会
で
議
論
し
た
。
町

民
総
意
の
人
口
目
標
８
，
５
０
０

人
は
、
簡
単
に
は
変
更
す
べ
き

で
は
な
い
と
現
状
維
持
。
た
だ
、

国
内
で
は
毎
年
50
万
人
の
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。
地
方
に

お
い
て
人
口
減
少
を
緩
や
か
に

す
る
と
い
う
傾
向
も
あ
る
。

吉
永
　

移
住
・
定
住
推
進

事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
年
齢
20

歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
①
地
方
に

魅
力
を
持
っ
た
や
る
気
の
あ
る

人
材
で
あ
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
②

地
元
出
身
で
地
域
に
愛
着
を
持

ち
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
に
繋

が
り
や
す
い
Ｕ
タ
ー
ン
者
、
③

人
口
の
自
然
増
と
密
接
に
関
連

す
る
若
年
女
性
、
に
絞
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

支
援
制
度
・
助
成
制
度
も
セ
ッ

ト
が
基
本
。
10
年
後
・
20
年
後

も
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
こ
の

世
代
を
増
や
し
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
形
を
修
正
し
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

人
口
減
少
の

一
番
の
要
因
と
い
わ
れ
る
の
が

若
年
女
性
の
流
出
と
認
識
。
提

案
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
た
い
。

雇用創出に向けた取り組みは問    

新たな生活スタイルに伴う
需要を活かす

答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

吉永 浩  議員

そ
の
他
の
質
問

問      

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活

か
す
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問      

分
離
分
割
発
注
に
つ

い
て
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盛本 實 議員

盛
本
　
町
民
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
命
綱
）

で
あ
る
水
道
事
業
は
現
在
及
び

将
来
に
わ
た
り
危
惧
さ
れ
る
部

分
が
あ
る
。
次
の
点
に
つ
い
て

確
認
す
る
。
⑴
耐
用
年
数
を
超

過
し
て
い
る
施
設
の
割
合
は
。

ま
た
、
耐
用
年
数
超
過
施
設
の

対
応
方
法
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
へ
の
懸
念
は
。
⑵
今
後
、
全

体
的
な
再
整
備
計
画
は
。
ま
た

整
備
に
要
す
る
事
業
費
等
々
は
。

⑶
再
整
備
に
関
し
て
膨
大
な
予

算
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
町
の

財
政
計
画
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

⑷
沖
縄
県
が
進
め
て
い
る
水
道

広
域
化
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
。

町
長　

⑴
耐
用
年
数
超
過
施
設

は
全
体
で
約
72
％
で
あ
る
。
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
経

年
劣
化
に
よ
る
機
能
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
施
設
等
の
更
新
、
新

設
等
を
行
い
、
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に

対
処
す
る
。
⑵
５
年
度
～
15
年

度
で
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

事
業
費
は
23
億
１
千
２
０
０
万

円
の
予
定
で
あ
る
。
⑶
整
備
事

業
に
は
企
業
債
を
予
定
し
て
い

る
が
償
還
金
に
つ
い
て
は
水
道

事
業
の
単
独
財
源
で
補
え
る
予

定
で
あ
る
。
⑷
沖
縄
県
が
現
在

策
定
中
の
水
道
広
域
推
進
プ
ラ

ン
の
内
容
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。問      

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
て
の
観
光
振

興
対
策
を

答  

量
か
ら
質
へ
の
転
換

を
図
る

盛
本
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対

策
の
取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
は
、

Ｖ
字
回
復
に
向
か
う
の
か
、
そ

れ
と
も
穏
や
か
な
回
復
に
な
る

の
か
、
現
状
維
持
が
続
く
の
か

の
瀬
戸
際
で
あ
る
。
本
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
方
針
で

取
り
組
む
の
か
。

町
長　

量
か
ら
質
へ
の
転
換
を

含
め
、
誘
客
の
手
法
見
直
し
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
を
行

い
、
第
２
次
久
米
島
観
光
基
本

計
画
に
お
け
る
、
重
点
項
目
及

び
基
本
項
目
と
し
て
掲
げ
た
各

施
策
の
実
現
を
基
本
と
し
、
特

に
当
面
は
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
転
換
す
る
層
に
向
け

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
や

ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
た
な
旅
の

ス
タ
イ
ル
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問       

個
人
所
有
の
土
地

を
自
治
体
へ
寄
付

答   

管
理
コ
ス
ト
に
よ

り
判
断

盛
本
　
高
齢
化
、
島
外
転
出

等
々
に
よ
り
、
現
在
及
び
将
来

に
お
い
て
個
人
所
有
の
土
地
の

管
理
に
不
安
を
感
じ
自
治
体
に

寄
付
を
し
た
い
と
の
要
望
が
多

く
あ
る
が
、
町
と
し
て
そ
の
様

な
要
望
に
対
応
で
き
る
か
伺
う
。

町
長　

個
人
所
有
の
土
地
の
寄

付
に
つ
い
て
は
、
行
政
目
的
で

使
用
す
る
予
定
が
あ
れ
ば
受
け

入
れ
は
す
る
。
使
用
予
定
の
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
管
理
コ
ス

ト
が
か
か
る
事
か
ら
受
け
入
れ

は
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

盛
本
　
行
政
目
的
の
土
地
と

は
。総

務
課
長　

海
岸
線
沿
い
や

ダ
ム
湖
周
辺
及
び
保
安
林
等
々
、

防
災
上
必
要
な
土
地
で
、
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
現
場
確
認
の

上
判
断
す
る
。

安全・安心した飲料水の供給を問    

施設の再整備により対応答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う
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宇
江
原　

本
町
の
ガ
ン
死
因

率
は
異
常
な
伸
び
方
。
米
公
文

書
で
鳥
島
は
三
段
階
に
分
け
て

の
危
険
性
を
示
し
て
い
る
。
矢

ケ
崎
克
馬
氏
は
、
島
の
近
海
か

ら
高
濃
度
の
放
射
線
物
質
を
検

出
し
た
と
新
聞
発
表
。
加
え
て
、

本
年
７
月
14
日
の
広
島
高
等
裁

判
所
は
、
広
島
の
黒
い
雨
訴
訟

の
内
部
被
ば
く
に
つ
い
て
判
決
。

内
容
は
「
た
と
え
雨
に
打
た
れ

な
く
て
も
、
空
気
中
に
滞
在
す

る
放
射
性
微
粒
子
を
体
内
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
内
部
被
ば
く

に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
」
と
し
た
。

放
射
線
影
響
研
究
所
も
「
発
が

ん
の
危
険
性
は
極
め
て
低
線
量
、

事
実
上
零
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か

ら
始
ま
る
」
事
を
証
明
。
米
国

政
府
は
内
部
被
ば
く
を
認
め
て

い
な
い
。

町
長　

人
体
被
害
や
内
部
被
ば

く
は
、
健
康
診
断
等
総
合
的
に

検
討
す
る
と
、
放
射
性
物
質
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
米
公

文
書
は
、
現
時
点
で
の
確
認
は

で
き
て
い
な
い
。
安
易
に
こ
の

場
で
、
久
米
島
が
こ
う
い
う
状
態

（
放
射
性
物
質
問
題
）
を
発
言
す

れ
ば
、
水
産
物
や
観
光
に
影
響

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

宇
江
原　

蓋
を
す
れ
ば
被
害

は
拡
大
す
る
。
前
町
長
も
内
部

被
ば
く
を
当
初
認
め
な
か
っ
た

が
、
の
ち
に
町
民
の
健
康
に
少

し
で
も
異
常
値
等
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
国
に
要
請
し
た
い
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

は
、
低
濃
度
で
あ
っ
て
も
、
放

射
性
物
質
に
変
わ
り
な
い
。
私

は
、
町
民
総
決
起
大
会
の
賛
否

の
た
め
、
８
年
程
前
に
久
米
島

漁
協
幹
部
と
会
っ
た
。
回
答
は

「
費
用
対
効
果
あ
る
の
か
、
防
衛

施
設
局
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ

て
町
民
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

風
評
被
害
に
な
ら
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
、

命
や
健
康
を
売
る
意
味
だ
と
受

け
て
「
さ
も
し
い
」
こ
と
だ
と

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

問       

国
立
公
園
と
自
然

再
生

答   

国
立
公
園
化
の
調

査
計
画
は
環
境
省

宇
江
原　

国
立
公
園
構
想
と

な
れ
ば
、
生
物
多
様
性
を
含
む

自
然
再
生
が
重
要
。
し
か
し
現

在
も
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
河

川
、
海
浜
護
岸
等
の
造
成
。
自

然
再
生
推
進
法
を
守
る
べ
き
人

達
、
役
人
が
平
気
で
破
っ
て
公

共
事
業
を
や
っ
て
い
る
。
町
長

は
、
自
然
再
生
に
配
慮
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
三
面
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
河
川
や
海
浜
護
岸
で
磯
焼

け
を
起
こ
し
、
モ
ズ
ク
等
の
海

藻
が
減
少
し
て
い
る
実
態
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。
国
立
公
園

の
具
体
的
構
想
、
行
動
は
。

町
長　

本
町
の
自
然
資
源
の
持

続
的
な
利
用
と
後
世
へ
の
継
承

を
図
る
上
で
、
重
要
。
モ
ズ
ク

の
影
響
は
久
米
島
漁
協
に
確
認

し
た
ら
、
磯
焼
け
が
起
こ
る
原

因
は
、
様
々
な
要
因
で
一
概
に

磯
焼
け
が
原
因
で
、
モ
ズ
ク
等

海
藻
類
が
減
少
し
て
い
る
の
で

は
な
い
と
の
こ
と
。

宇
江
原　

私
は
モ
ズ
ク
漁
師

に
聞
い
た
。
モ
ズ
ク
は
今
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
と
。
不
漁
と

強
調
し
て
い
た
。
海
が
そ
れ
程

悪
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
現
在
の
河
川
等
の
構
造
は

ミ
ネ
ラ
ル
や
腐
植
養
分
が
減
少
。

こ
れ
を
漁
師
は
見
逃
し
て
い
る
。

プ
ロ
の
潜
水
士
、
渋
谷
正
信
が

自
分
で
関
与
し
た
海
浜
護
岸
に

疑
問
を
感
じ
、
北
海
道
の
増
毛

や
三
重
県
伊
勢
湾
に
ス
ラ
グ
や

腐
葉
を
入
れ
、
海
の
幸
を
復
活
。

高
齢
の
漁
師
か
ら
「
港
が
立
派

に
な
れ
ば
捕
れ
な
い
」
と
。
コ

ン
ブ
の
豊
富
な
襟
裳
岬
海
岸
は
、

海
岸
の
森
林
を
根
こ
そ
ぎ
撤
去
。

コ
ン
ブ
等
が
壊
滅
。
漁
師
が
30

年
間
の
植
栽
で
、
豊
穣
な
昔
の

海
に
回
復
し
た
。

鳥島射爆撃場の早期返還問    

軍転協や県にも要請答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

宇江原 総清 議員



1111 くめじま議会だより No.78
2021（令和3）年12月1日

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

幸地 猛 議員

幸
地
　
１
、
こ
れ
ま
で
の
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
成
果

と
評
価
は
。

⑴
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て

⑵
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て

２
、
人
口
減
少
問
題
は
重
要
課

題
だ
と
思
う
が
、
新
過
疎
計
画

で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　

過
疎
地
域
自
立
計
画
の

成
果
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
事
業

66
件
、
ソ
フ
ト
事
業
86
件
。
ハ
ー

ド
面
で
は
、
図
書
館
機
能
を
有

し
た
施
設
や
火
葬
場
の
更
新
に

加
え
、
葬
祭
場
の
整
備
、
納
骨

堂
の
整
備
を
行
っ
た
。
ソ
フ
ト

面
で
は
環
境
美
化
や
久
米
島
紬

振
興
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
。

新
過
疎
計
画
の
基
本
方
針
で
は

定
住
条
件
の
向
上
に
資
す
る
も

の
と
捉
え
て
、
各
課
題
の
抜
本

的
な
解
決
に
資
す
る
施
策
に
、

予
算
、
人
員
の
政
策
資
源
を
集

中
さ
せ
て
い
く
。

問      

施
設
の
効
率
的
な
管

理
運
営
は

答  

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
の
導
入
を
検
討

幸
地
　
施
設
の
一
括
管
理
に

つ
い
て
取
り
組
ん
だ
経
緯
が
あ

る
か
伺
う
。
行
財
政
改
革
の
面

か
ら
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運

営
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
策

は
。

町
長　

町
の
施
設
の
一
括
管
理

に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
経
緯
は

な
い
。
他
市
町
村
の
良
い
事
例

を
参
考
に
す
る
な
ど
、
課
題
解

決
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
町
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等
総
合
整
備
管
理
計

画
に
基
づ
き
管
理
運
営
を
し
て

い
る
。
対
応
策
と
し
て
は
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
り
つ
つ
、
集

約
化
や
複
合
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
民
間
事
業
者
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術
的
能
力
、
資
金

等
を
活
用
で
き
る
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
を
検
討
す

る
な
ど
、
低
廉
か
つ
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
及
び
向
上
に

向
け
た
検
討
も
図
っ
て
い
く
。

問       

久
米
島
、
仲
里
運
動

公
園
の
照
明
施
設
の

整
備
は

答   

町
民
及
び
利
用
団
体

と
協
議
、
検
討
す
る

幸
地
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
町
民
の
運
動
不
足
が
出
て

い
る
と
思
う
。
仲
里
運
動
公
園
、

久
米
島
運
動
公
園
の
照
明
施
設

を
整
備
し
て
、
町
民
の
健
康
管

理
に
努
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

町
長　

仲
里
運
動
公
園
は
照
明

の
老
朽
化
の
た
め
30
年
度
に
撤

去
し
た
。
久
米
島
運
動
公
園
の

照
明
施
設
も
老
朽
化
が
進
み
使

用
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
度
取
り
外
し
を
す
る

予
定
で
あ
る
。
再
設
置
に
関
し

て
は
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と

な
る
た
め
、
町
民
及
び
利
用
団

体
等
と
協
議
を
行
い
検
討
し
て

い
く
。

新過疎計画は問    

定住条件の改善向上に資する答

照明施設の整備を求められる仲里運動公園
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真
栄
平　

①
何
故
補
償
請
求

で
き
な
い
か
。
②
何
故
、
顧
問

弁
護
士
へ
補
償
請
求
で
き
る
か

の
可
否
を
照
会
で
き
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

①
農
家
と
久

米
糖
と
の
補
償
請
求
で
あ
り
回

答
を
差
し
控
え
る
。
②
町
の
行

政
執
行
に
お
け
る
法
律
問
題
に

対
処
す
る
た
め
の
法
律
顧
問
委

託
で
あ
る
た
め
。

真
栄
平　
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
回

答
だ
。
町
長
は
町
民
の
負
託
を
受

け
行
政
執
行
を
し
て
い
る
の
で

は
。
ま
た
、
久
米
糖
が
公
益
性

公
共
性
を
担
う
事
業
所
と
い
う

観
点
か
ら
株
主
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
。
町
は
当
事
者
意
識
を
持

ち
、
農
家
と
久
米
糖
の
仲
介
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
。
①
５
月

植
付
に
よ
る
損
害
額
を
２
０
１

ｔ
減
、
４
３
３
万
円
と
試
算
し

た
見
解
を
。
②
町
の
試
算
値
を

サ
ト
ウ
キ
ビ
振
興
協
議
会
へ
提

示
し
協
議
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長　

町
の
試
算

は
２
１
６
ｔ
減
、
４
６
６
万
円

で
あ
り
、
大
き
な
差
異
は
な
い
。

②
損
害
額
は
提
示
し
て
い
な
い
。

真
栄
平　
サ
ト
ウ
キ
ビ
振
興
協

議
会
試
算
額
を
提
示
し
再
協
議
を
。

問        
野
良
猫
対
策
は

答   
関
係
者
間
の
協
力 

体
制
を
構
築
す
る

真
栄
平　
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

環
境
保
全
課
長　

元
年
に
手

術
後
島
内
リ
リ
ー
ス
１
５
０
頭
。

２
年
度
～
３
年
７
月
ま
で
保
護

３
３
７
頭
、
手
術
２
３
１
頭
、
島

外
譲
渡
１
４
３
頭
。

真
栄
平　
町
の
財
政
負
担
は
。

環
境
保
全
課
長　

避
妊
去
勢
手

術
等
の
医
療
費
、
輸
送
費
、
餌

代
の
実
費
を
支
出
。

真
栄
平　
捕
獲
、
飼
育
等
人
件

費
は
無
償
で
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
連
携
が
重
要
と
な
っ
て
く
る

が
対
策
は
。

環
境
保
全
課
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
各
種
団
体
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
に
取
り

組
む
。

真
栄
平　

保
護
猫
対
策
に
県

内
他
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
、
ま
た
県
内
高
校
生
が

寄
付
金
を
募
り
支
援
す
る
活
動

を
し
て
い
る
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
が
見
解
を
。

環
境
保
全
課
長　

ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
を
今
後
も
継
続
し
た

い
。教

育
長　
小
さ
な
命
を
守
る
動

物
愛
護
の
精
神
は
教
育
的
観
点

か
ら
も
重
要
だ
。

問       

町
観
光
振
興
計
画
と
県

計
画
と
の
整
合
性
は

答  

県
計
画
に
反
映
に

向
け
て
取
り
組
む

真
栄
平　
県
の
島
づ
く
り
計
画

に
町
の
観
光
振
興
計
画
を
い
か

に
反
映
さ
せ
る
か
は
町
の
政
策

立
案
力
が
影
響
す
る
。
そ
の
対

策
は
。

企
画
財
政
課
長　

県
の
次
期
島

づ
く
り
計
画
策
定
に
向
け
て
、
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

町
観
光
振
興
計
画
の
反
映
に
向

け
て
取
り
組
む
。

問       

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等

の
開
放
を

答   

ワ
ク
チ
ン
対
策
本
部

会
議
で
検
討
す
る

久米糖操業延長による
農家補償・支援を

問    

補償はきびしい答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

真栄平 建正  議員

文献：サトウキビとその栽培
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新垣 幸子 議員

新
垣
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
け
る
歯
科
医
師
募
集
に
つ
い

て
去
年
10
月
に
沖
縄
県
歯
科
医

師
会
に
歯
科
医
師
の
募
集
依
頼

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
公
募

に
つ
い
て
沖
縄
県
歯
科
医
師
会

や
南
部
地
区
歯
科
医
師
会
に
事

前
に
直
接
伺
っ
て
そ
の
説
明
を

行
っ
た
か
。

町
長　

今
回
の
公
募
に
つ
い

て
、
事
前
に
伺
っ
て
の
説
明
は

行
っ
て
い
な
い
。

新
垣
　
歯
科
医
師
会
や
久
米

島
で
診
療
を
し
て
も
良
い
と
い

う
歯
科
医
師
に
、
ぎ
り
ぎ
り
に

な
っ
て
文
書
を
送
付
し
た
こ
と

や
先
生
に
電
話
を
入
れ
た
こ
の

対
応
に
つ
い
て
言
語
道
断
の
振

る
舞
い
で
あ
る
。
是
非
と
も
謝

罪
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

町
長　

全
て
議
員
主
導
で
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
い
う
の
は
非

常
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
歯

科
医
院
開
設
に
向
け
た
取
り
組

み
に
多
面
的
に
調
査
、
検
証
、

検
討
を
行
う
。

新
垣
　
渡
航
費
助
成
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

３
歳
か
ら
小
学
校
卒

業
ま
で
１
回
に
つ
き
、
７
千
円
、

同
行
者
の
場
合
１
万
円
を
９
月

か
ら
小
児
歯
科
治
療
渡
航
費
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

新
垣
　
小
児
以
外
の
町
民
へ

の
渡
航
費
補
助
は
。

福
祉
課
長　
他
の
疾
病
と
の
整

合
性
で
あ
っ
た
り
受
診
す
る
理

由
等
が
あ
る
の
で
厳
し
い
。

新
垣
　

９
月
歯
科
医
師
募

集
、
10
月
頃
現
地
視
察
と
面
接
、

11
月
頃
開
設
準
備
な
ど
の
協
議
、

12
月
頃
施
設
整
備
準
備
開
始
、

来
年
開
業
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

若
干
遅
れ
は
あ
っ
て
も
そ
の
と

お
り
に
進
め
て
ほ
し
い
。
町
民

は
１
日
で
も
早
い
開
業
を
待
ち

望
ん
で
い
る
。

問      「
久
米
島
町
歌
」と「
久
米

島
町
音
頭
」の
普
及
を

答  

制
定
し
た
目
的
が
達
成

で
き
る
よ
う
努
め
る

新
垣
　
目
的
と
披
露
す
る
場

面
は
。

町
長　

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

町
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
レ
ク

愛
好
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
新
年
会
や
各
種
祝
賀
会
等
で

披
露
し
て
い
る
。

新
垣
　
担
当
課
と
予
算
措
置

は
。

町
長　

担
当
課
は
総
務
課
に
な

る
。
普
及
に
対
応
す
る
取
り
組

み
の
中
で
予
算
が
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
す
る
。

新
垣
　
「
久
米
島
町
音

頭
」
の
踊
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
動
画
配
信
し

て
各
家
庭
で
練
習
す
る
環
境
を
。

総
務
課
長　
非
常
に
い
い
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
検
討
し

て
い
く
。

新
垣
　
学
校
行
事
な
ど
で
披

露
は
。

教
育
長　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

を
再
開
し
た
際
は
、
こ
の
テ
ー

マ
曲
と
し
て
久
米
島
町
歌
を
提

案
し
て
み
た
い
と
思
う
。
社
会

科
の
副
読
本
に
、
久
米
島
町
歌
、

久
米
島
町
音
頭
が
掲
載
で
き
な

い
か
編
集
委
員
会
に
提
案
し
て

み
た
い
。

問      

各
字
屋
号
を
久
米
島

町
史
に
載
録
を

答  

未
載
録
の
字
は
、
町

史
編
集
委
員
会
で

検
討

新
垣
　
各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

児
童
生
徒
が
地
域
先
輩
と
協
力

し
て
屋
号
調
査
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
周
年
記
念
事
業
を
迎

え
る
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
調
査

事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

歯科診療所の開設は問    

プロジェクトチームで調査、
検証、検討を行う

答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

問      「
久
米
島
町
動
植
物
島

外
持
ち
出
し
禁
止
条

例
」
制
定
の
進
捗
状

況
は
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東
江
　
台
風
、
大
雨
等
に
よ

る
河
川
へ
の
木
材
、
赤
土
流
出

状
況
対
応
対
策
現
状
は
。

産
業
振
興
課
長　

平
成
22
年
度

か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
、
財
団
法

人
世
界
保
護
基
金
ジ
ャ
パ
ン
と

久
米
島
町
が
応
援
協
定
久
米
島

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
、

防
止
板
や
ベ
チ
バ
ー
の
植
栽
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
24
年
度
か
ら

久
米
島
町
赤
土
流
出
防
止
営
農

対
策
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ

事
務
局
を
土
地
改
良
に
置
き
取

り
組
み
、
そ
の
後
久
米
島
赤
土
流

出
防
止
対
策
協
議
会
を
平
成
27

年
７
月
28
日
設
立
現
在
に
至
る
。

東
江
　

ベ
チ
バ
ー
植
栽
以

外
、
ク
ワ
ン
ソ
ウ
等
ほ
か
の
植

栽
実
験
予
定
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

ベ
チ
バ
ー
植

栽
は
現
在
建
設
課
事
業
で
の
取

り
組
み
も
あ
り
広
域
に
進
行
中
。

ク
ワ
ン
ソ
ウ
は
、
県
の
事
業
で

宇
江
城
地
域
に
か
な
り
植
栽
さ

れ
手
入
れ
作
業
問
題
で
育
た
な

い
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

東
江
　
白
瀬
川
河
口
付
近
土

石
堆
積
の
調
査
現
状
と
今
後
へ
の

対
策
は
。

建
設
課
長　

白
瀬
川
河
口
土

砂
堆
積
調
査
、
過
去
に
は
無
し
。

具
体
的
な
計
画
は
今
の
と
こ
ろ

予
定
が
な
い
。

東
江
　

儀
間
川
、
謝
名
堂
川

河
川
堆
積
状
況
は
。

建
設
課
長　
儀
間
、
謝
名
堂
川

は
２
級
河
川
、
県
管
理
で
本
町

合
併
前
、
何
度
か
河
口
浚
渫
工

事
実
績
は
あ
る
。
今
後
県
と
連

携
し
対
策
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

東
江
　
汚
泥
水
等
処
理
施
設

と
し
て
、
沈
砂
池
大
原
地
区
に
て

完
了
予
定
、
今
後
の
沈
砂
池
予
定

は
あ
る
か
。

建
設
課
長　
清
水
第
１
地
区
大

原
は
今
年
度
完
了
。
今
後
、
清

水
第
１
地
区
１
か
所
、
清
水
第

２
地
区
で
６
か
所
予
定
し
て
い

る
。

問       

イ
ー
フ
ビ
ー
チ
砂
減

少
原
因
調
査
は

答  

県
と
連
携
を
図
り   

今
後
も
調
査
要
望

東
江
　
イ
ー
フ
ビ
ー
チ
砂
減

少
原
因
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
。

建
設
課
長　
農
業
振
興
地
域
の

海
岸
の
為
、
県
の
管
理
。
以
前
、

県
が
海
流
調
査
を
行
っ
た
実
績

は
把
握
し
て
い
る
。

東
江
　
日
本
の
渚
百
選
に
選

ば
れ
、
観
光
産
業
へ
の
影
響
を
考

え
、
今
後
砂
減
少
原
因
調
査
が
必

要
と
思
う
が
。

町
長　

い
ろ
ん
な
理
由
、
原
因

が
あ
る
と
思
う
、
県
議
会
も
動

か
し
い
ろ
い
ろ
方
法
議
論
し
な

が
ら
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問       

フ
ェ
リ
ー
船
内
の
誘

客
活
動
は

答  

久
米
商
船
へ
協
力

依
頼
予
定

東
江
　
フ
ェ
リ
ー
船
内
に
て
、

久
米
島
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
、

ビ
デ
オ
放
映
は
い
ま
ま
で
行
っ
た

こ
と
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
流
し
た
か
、

確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
、
継
続
的
に
で
き
る
方

向
で
依
頼
を
か
け
て
い
く
。

東
江
　
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
内
へ
観
光
案
内
所
設
置
に
つ
い

て
予
定
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

レ
ン
タ
カ
ー

や
タ
ク
シ
ー
の
手
配
、
宿
泊
、
飲

食
店
情
報
等
観
光
客
に
あ
り
が

た
い
機
能
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

時
間
を
限
定
し
て
や
る
と
か
、
い

ろ
ん
な
提
案
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

災害による環境破壊の現状と
防災対応対策

問    

赤土防止対策等、指定
避難所対策

答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

東江 浩明  議員



1515 くめじま議会だより No.78
2021（令和3）年12月1日

喜久村 等 議員

喜
久
村　

北
真
謝
原
の
防
風

林
、
防
潮
林
の
植
栽
工
事
の
延

長
は
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

町
長　

北
真
謝
原
地
区
の
防
風

林
、
防
潮
林
植
栽
工
事
の
今
後

の
計
画
は
、
南
部
林
業
事
務
所

に
現
場
確
認
を
要
請
す
る
。

喜
久
村　
本
町
全
域
の
植
栽
計

画
は
。

町
長　

久
米
島
町
林
業
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
南
部
林
業

事
務
所
と
調
整
し
な
が
ら
４
年

度
新
規
造
林
事
業
計
画
を
要
望

し
て
い
く
。

喜
久
村　
南
部
林
業
事
務
所
と

の
対
応
は
。

町
長　

植
栽
は
、
緊
急
性
や
周

辺
状
況
の
現
場
確
認
を
実
施
し
、

優
先
順
位
を
検
討
し
、
南
部
林

業
事
務
所
と
取
り
組
ん
で
き
た
。

問       

農
業
保
険
の
加
入
を

答    

推
進
す
る

喜
久
村　
さ
と
う
き
び
、畜
産
、

野
菜
花
卉
等
の
共
済
保
険
が
あ

る
が
各
種
目
の
加
入
率
は
。

町
長　

さ
と
う
き
び
共
済
が

29
％
、
家
畜
共
済
が
95
・
８
％

で
あ
る
。

喜
久
村　

さ
と
う
き
び
共
済
、

家
畜
共
済
の
補
助
率
は
何
％
か
。

町
長　

さ
と
う
き
び
共
済
、
家

畜
共
済
の
補
助
率
は
35
％
で
あ

る
。喜

久
村　
加
入
促
進
の
本
町
の

取
り
組
み
は
。

町
長　

さ
と
う
き
び

農
業
懇
談
会
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

調
査
や
夏
植
え
推
進
大

会
等
で
の
共
済
制
度
説

明
、
家
畜
共
済
は
導
入

牛
の
対
象
農
家
に
は
、

共
済
加
入
を
義
務
付
け

て
お
り
、
共
済
職
員
が

農
家
訪
問
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
産
業
振
興
課

窓
口
、
Ｊ
Ａ
購
買
窓
口

に
置
い
て
い
る
。

喜
久
村　

本
町
の
補

助
金
も
今
ま
で
同
様
に

支
援
を
。

町
長　

今
後
に
お
い

て
も
担
当
課
を
中
心
に

推
進
し
て
い
く
。

防風林の植栽を問    

県に要請する答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

防風林、防潮林の植栽工事が求められる北真謝原

※沖縄県農業共済組合　NOSAI ガイドブックより
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富
永
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
第
５
波
に
入
り
爆
発
的

な
感
染
拡
大
を
続
け
医
療
体
制

の
ひ
っ
迫
、
経
済
の
停
滞
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
本
町
の

医
療
、
経
済
の
現
状
と
対
応
対

策
は
。

町
長　

陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者

へ
の
確
定
等
の
業
務
は
南
部
保

健
所
及
び
指
定
医
療
機
関
が
行

う
が
、
県
の
指
示
や
陽
性
者
か

ら
の
生
活
支
援
等
の
依
頼
が
あ

れ
ば
福
祉
課
が
対
応
。
経
済
は

蔓
延
防
止
や
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
る
経
済
活
動
低
下
は
長
期
に

わ
た
っ
て
お
り
町
内
事
業
者
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
倒
産
、
廃
業
の
情
報
は

無
い
。
コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用

し
商
工
会
と
連
携
し
て
事
業
支

援
を
行
う
。

富
永
　
第
５
波
は
家
族
内
感

染
が
感
染
拡
大
を
広
げ
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
。
本
町
の

医
療
体
制
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を
想

定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

施
設
、
宿
泊
療
養
所
の
検
討
は
。

福
祉
課
長　
ク
ラ
ス
タ
ー
や
爆

発
的
な
流
行
に
な
っ
た
際
、
町

の
対
策
に
つ
い
て
久
米
島
病
院
、

各
施
設
、
福
祉
施
設
と
連
携
、
情

報
交
換
で
調
整
を
進
め
る
。

富
永
　

観
光
経
済
は
観
光

客
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
や

24
時
間
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
証
明
書
な

ど
で
町
の
施
設
優
遇
特
典
や
飲

食
店
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
れ
る
取

り
組
み
等
、
事
業
所
も
安
心
し

て
営
業
が
再
開
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
。
島
内
の
経
済
停
滞
は

事
業
所
の
危
機
だ
け
で
は
な
く
、

島
の
活
気
、
町
民
の
活
気
が
衰

退
し
て
い
く
。
経
済
と
日
常
生

活
の
両
立
、
自
粛
モ
ー
ド
解
除

の
方
針
は
。

町
長　

町
と
し
て
何
が
で
き
る

か
、
国
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
支

援
体
制
の
確
立
す
る
必
要
が
あ

り
行
政
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

問       

地
域
お
こ
し
協
力
隊

答   

活
用
と
定
住
へ
の
サ
ポ
ー
ト

富
永
　

本
町
で
協
力
隊
は

幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。
移
住

定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
や
サ

ポ
ー
ト
は
。

企
画
財
政
課
長　

１
年
更
新
時

に
全
員
対
象
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
町
の
状
況
や

企
業
補
助
金
な
ど
個
別
の
対
面

で
定
住
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。

富
永
　
協
力
隊
は
国
の
補
助

事
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
今

後
の
事
業
継
続
は
。
終
了
時
の

対
応
は
。

企
画
財
政
課
長　

協
力
隊
の
資

質
は
非
常
に
高
い
。
地
方
創
生
の

期
待
も
あ
り
当
面
は
継
続
と
考

え
る
。
県
と
調
整
し
過
疎
債
を

充
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

問       

学
校
教
育
は

答   

推
進
し
て
い
く

富
永
　
就
任
早
々
で
は
あ
る

が
本
町
の
学
校
教
育
の
率
直
な

意
見
を
伺
う
。

教
育
長　

教
育
方
針
、
生
き

る
力
を
育
む
、
知
・
徳
・
体
は

先
生
方
、
現
場
の
工
夫
や
頑
張

り
で
学
力
は
全
国
並
み
で
あ
る
。

徳
育
教
育
は
学
校
全
体
の
学
習

活
動
で
育
ん
で
い
る
。
体
力
、

健
康
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
少
し

停
滞
し
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
収
束

後
は
体
力
を
つ
け
る
施
策
を
実

施
す
る
。

富
永
　

教
育
長
が
行
政
で

培
っ
た
ス
キ
ル
、
子
ど
も
た
ち

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
で
関
わ
っ

て
き
た
こ
と
は
い
い
影
響
を
与

え
る
と
思
う
。
少
子
化
、
施
設

老
朽
化
や
学
校
再
編
と
課
題
は

多
い
が
協
力
を
惜
し
ま
な
い
の

で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
と

地
域
を
巻
き
込
む
教
育
環
境
を
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

新型コロナウイルス感染症対応、
対策は

問    

支援体制構築する答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

富永 肇 議員

そ
の
他
の
質
問

問      

久
米
島
オ
ン
ラ
イ
ン

マ
ラ
ソ
ン
は



棚原 哲也 議員

棚
原
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
防
衛
省
予
算
で
建
設
か
。

環
境
保
全
課
長　

沖
縄
防
衛
局

は
実
施
指
令
許
可
も
出
て
い
る
。

棚
原
　
本
町
の
ご
み
の
処
理

量
は
把
握
し
て
い
る
か
。

環
境
保
全
課
長　

10
ト
ン
前
後

で
あ
る
。

棚
原
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
現
施
設
と
同
等
規
模
で
の
建

設
か
。

環
境
保
全
課
長　

焼
却
施
設
12

ト
ン
焼
却
で
き
る
計
画
に
し
て

い
る
。

棚
原
　
現
施
設
は
築
何
年
経

過
し
て
い
る
か
、
炉
や
建
屋
の

耐
用
年
数
は
何
年
か
。

環
境
保
全
課
長　

築
30
年
経

過
、
建
屋
の
耐
用
年
数
は
60
年
、

設
備
は
８
年
更
新
に
な
っ
て
い

る
。棚

原
　
建
設
場
所
は
旧
火
葬

場
及
び
裏
の
納
骨
堂
用
地
を
含

め
て
か
。

環
境
保
全
課
長　

旧
火
葬
場
中

心
に
設
計
を
指
示
し
て
い
る
。

棚
原
　
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
十
分
考
慮
し
て
も

ら
い
た
い
。

環
境
保
全
課
長　

い
ろ
ん
な
基

準
が
あ
り
人
畜
無
害
な
施
設
を

造
り
た
い
。

問       

最
終
処
分
場
の
更

新
計
画
は

答   

約
10
年
延
命
処
置

さ
れ
て
い
る
。
計

画
を
す
す
め
て
い

く
時
期
で
あ
る

棚
原
　
最
終
処
分
場
の
耐
用

年
数
は
。

環
境
保
全
課
長　

最
終
処
分
場

は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
出

る
残
渣
を
主
に
埋
め
立
て
て
い

る
。
予
定
よ
り
10
年
ぐ
ら
い
延

命
処
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
新
し
い
最
終
処
分
場
の
計
画

を
進
め
て
い
く
時
期
だ
と
思
っ

て
い
る
。

棚
原
　
最
終
処
分
場
は
建
設

場
所
で
町
民
、
地
域
住
民
の
承

諾
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

現
施
設
を
建
設
し
た
際
に
も
時

間
を
要
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

現
処
分
場
か
ら
の
処
理
水
の
流

れ
る
水
系
は
ど
こ
か
。

環
境
保
全
課
長　

下
流
川
と
し

て
儀
間
川
に
な
る
と
思
う
。
た
だ

水
質
調
査
は
毎
月
１
回
や
っ
て

お
り
儀
間
、
嘉
手
苅
に
は
結
果
報

告
を
し
て
い
る
。
又
浄
化
し
た

水
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
送

り
冷
却
水
に
再
利
用
し
て
い
る
。

棚
原
　
最
終
処
分
場
の
建
設

場
所
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
等
、
集
約
さ
れ
て
い

る
が
周
辺
に
配
置
で
き
る
町
有

地
が
あ
る
か
。

環
境
保
全
課
長　

ま
だ
白
紙
の

状
態
、
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協

議
す
る
。
建
設
場
所
の
話
は
控

え
た
い
。

クリーンセンター更新時期
及び建設場所は 

問    

４年度から整備、７年度
供用開始

答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

建設計画が進められているクリーンセンター

現在の最終処分場
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喜
久
里　

２
０
１
８
年
に
種

子
法
が
廃
止
さ
れ
、
種
苗
法
が

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
が
、
町
と
し
て
こ
の
法
律

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
①
町

民
が
生
産
し
て
い
る
農
産
物
は

保
護
さ
れ
る
の
か
。
②
企
業
が

開
発
し
て
品
種
登
録
し
た
種
苗

等
に
つ
い
て
県
条
例
で
対
応
で

き
る
か
。

③
沖
縄
県
が
開
発
し
て
品
種
登

録
し
た
作
物
の
保
護
条
例
案
は

い
つ
で
き
る
か
。

町
長　

①
さ
と
う
き
び
や
甘

し
ょ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
沖
縄

県
登
録
品
種
の
利
用
方
針
を
作

成
中
で
、
今
後
の
生
産
振
興
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
登
録
品
種
以

外
の
品
種
と
在
来
品
種
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
栽
培
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
開
発
し
た
企
業
の
権
利
保
護

の
観
点
か
ら
、
種
苗
法
に
基
づ

い
て
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
県
条
例
で
の
対
応
は

困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
県
で
作
成
中
の
沖
縄
県
登
録

品
種
の
利
用
方
針
の
中
で
、
県

外
及
び
国
外
へ
の
流
出
を
規
制

す
る
。
沖
縄
県
登
録
品
種
の
利

用
方
針
は
、
今
年
度
中
に
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長　

沖
縄
県
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
開
発

さ
れ
た
登
録
品
種
も
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
県
は
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

問       

町
史
の
内
容
に
屋
号

を
組
み
込
め
な
い
か

答    

検
討
す
る

喜
久
里　
町
史
は
資
料
編
１
が

出
来
上
が
っ
て
い
る
が
、
全
編
で

は
何
編
に
な
る
か
。
ま
た
、
完

成
は
何
年
後
か
、
そ
の
中
に
町

内
の
各
戸
の
屋
号
を
組
み
込
め

な
い
か
。

教
育
長　
町
史
の
刊
行
に
つ
い

て
は
、
各
位
の
御
協
力
を
も
ち

ま
し
て
昨
年
度
に
「
資
料
編
１

─
久
米
島
の
戦
争
記
録
─
」
を

刊
行
し
た
。
今
年
度
は
、
久
米

島
町
史　

別
巻
と
し
て
─
合
併

20
年
の
あ
ゆ
み
─
の
刊
行
を
予

定
し
て
い
る
。
次
年
度
以
降
、

９
年
度
に
か
け
て
資
料
編
と
し

て
自
然
・
考
古
・
産
業
・
古
文
書
・

民
俗
な
ど
、
各
分
野
の
資
料
編

５
巻
、
そ
し
て
両
村
合
併
25
周

年
に
当
た
る
９
年
度
に
、
最
後

と
な
る
通
史
編
を
刊
行
す
べ
く

事
業
を
進
め
て
い
る
。
最
終
的

に
計
８
巻
の
刊
行
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、屋
号
に
つ
い
て
は
、

仲
里
村
史
に
載
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
旧
具
志
川
村
の
字
に
つ

い
て
、
町
史
編
集
委
員
会
に
て

検
討
す
る
。

問       

フ
ェ
リ
ー
の
屋
根
付

タ
ラ
ッ
プ
は

答   

加
工
で
き
る
か
検

討
中

喜
久
里　
新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
完
成
し
町
民
は
喜
ん
で
い
る

が
、
雨
天
や
猛
暑
の
中
の
乗
船

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政

と
し
て
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
使
用
し
て
い
る
タ

ラ
ッ
プ
は
、
民
間
事
業
者
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
事
業

者
は
、
タ
ラ
ッ
プ
を
屋
根
付
加

工
で
き
な
い
か
ど
う
か
検
討
中

と
の
こ
と
。

種子法廃止と種苗法改定による
農作物への影響は

問    

生産振興に支障が
出ないよう検討

答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

喜久里 猛 議員

そ
の
他
の
質
問

問      

誘
殺
灯
に
つ
い
て
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赤嶺 秀德 議員

赤
嶺
　

大
雨
で
儀
間
川
が

氾
濫
し
県
道
が
冠
水
し
て
通
行

止
め
と
な
り
、
迂
回
し
た
が
案

内
板
等
が
皆
無
で
道
に
迷
っ
た
。

迂
回
路
の
案
内
板
、
案
内
標
識

等
の
設
置
は
可
能
か
。

町
長　

迂
回
路
で
迷
う
事
案
を

把
握
、
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
案
内
標
識
等
の
設
置
を
検

討
す
る
。

赤
嶺
　
災
害
時
避
難
道
路
の

案
内
板
等
の
設
置
は
可
能
か
。

総
務
課
長　
災
害
時
避
難
道
路

は
指
定
道
路
で
は
な
い
。
災
害

時
避
難
道
路
指
定
の
必
要
性
を

調
査
。

問       

火
葬
場
の
稼
働
状

況
は

答   

町
民
の
要
望
に
対

応
す
る
体
制

赤
嶺
　
火
葬
場
の
運
用
開
始

か
ら
現
在
ま
で
の
稼
働
状
況
は
。

町
長　

平
成
30
年
５
月
１
日
供

用
開
始
、
毎
年
１
月
１
日
、
２

日
が
休
み
で
年
間
を
通
し
て
町

民
の
要
望
に
対
応
で
き
る
体
制

に
努
め
て
い
る
。
平
成
30
年
度
、

火
葬
85
件
、
改
葬
４
件
、
葬
祭
場

利
用
73
件
、２
年
度
、火
葬
90
件
、

改
葬
10
件
、
葬
祭
場
利
用
77
件
、

通
夜
等
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

赤
嶺
　
時
間
の
融
通
が
利
か

な
い
と
区
長
等
か
ら
苦
情
が
あ

る
が
。

環
境
保
全
課
長　

今
後
は
、
時

間
が
調
整
で
き
る
体
制
を
整
え

る
。問       

横
領
事
件
の
経
緯

は

答    

９
月
刑
期
満
了

赤
嶺
　
平
成
29
年
度
発
生
の

横
領
事
案
は
、
今
年
９
月
刑
期

満
了
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
経
緯
は
。

町
長　

元
職
員
の
刑
期
は
９
月

で
満
了
、
就
職
後
に
給
与
等
の
差

押
え
を
行
い
、
損
害
金
を
回
収
。

赤
嶺
　
回
収
で
き
る
可
能
性

は
。

町
長　

損
害
金
を
１
円
で
も
回

収
す
る
こ
と
が
町
方
針
で
あ
る
。

赤
嶺
　
差
押
え
は
裁
判
所
の

許
可
が
必
要
と
な
る
。
対
策
は
。

総
務
課
長　
前
例
が
あ
り
手
順

を
踏
む
。

問       

歯
科
医
院
の
進
捗

状
況
は

答  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
対
処

赤
嶺
　

歯
科
医
院
の
経
緯
、

進
捗
状
況
は
。

町
長　

歯
科
医
療
体
制
の
あ
り

方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
歯
科
医
院
開
設

に
向
け
、多
面
的
に
調
査
、検
証
、

検
討
を
行
う
。
歯
科
医
師
の
確

保
と
渡
航
費
の
助
成
を
速
や
か

に
実
施
す
る
。

災害時の迂回路は問    

案内標識設置を検討答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

仲里庁舎１階にて一般質問
の様子をテレビモニターで
もご覧いただけます。

12݄ఆྫձٞձͷ๣ௌ΁��12݄͏͜ߦఆྫձٞձͷ๣ௌ΁͏͜ߦ��
定例会は定例会は 12月14日（火）・15日（水）

16日（木）・17日（金） 開会予定
12月14日（火）・15日（水）

16日（木）・17日（金） 開会予定
※感染症予防の対策を行いながらの傍聴となり、傍聴人数の制限があります。
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喜
久
村 
等 
議
員

　

（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

観
光
地
の
公
衆
ト
イ
レ
を

和
式
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に

改
修
工
事
は
で
き
な
い
か

観
光
施
設
等
の
公
衆
ト
イ

レ
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
状
況
調
査
を
行
い
、
約
１
０
０

の
大
便
器
が
あ
り
、
洋
式
率
は

65
％
と
な
っ
て
い
る
。
国
庫
事
業

等
で
の
財
源
活
用
を
模
索
し
つ
つ
、

町
財
源
も
確
保
し
な
が
ら
、
年
次

的
に
洋
式
ト
イ
レ
の
更
新
に
取
り

組
む
。
令
和
２
年
度
に
、
２
器
を

洋
式
化
、
令
和
３
年
度
に
つ
い
て

も
、
２
器
を
洋
式
化
す
る
予
定
。

盛
本 

實 

議
員

（
令
和
２
年
９
月
定
例
会
）

町
道
の
整
備
に
つ
い
て

基
幹
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
道
路
の
一
部
が
未
整
備
の

た
め
、
道
路
機
能
の
低
下
に
よ
り

生
活
及
び
産
業
振
興
の
面
か
ら
不

便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
例
と
し

て
、飛
行
場
城
跡
線
、鳥
島
清
水
線
、

具
志
川
城
跡
線
、そ
の
他
道
路
等
々

が
あ
る
。こ

れ
ま
で
関
係
地
権
者
と

交
渉
を
進
め
て
き
た
が
、

了
承
が
得
ら
れ
ず
進
捗
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
地
権
者
の

了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
採
択

に
向
け
て
県
と
協
議
す
る
。

富
永 

肇 

議
員

（
令
和
２
年
３
月
定
例
会
）

全
天
候
型
陸
上
競
技
議
場

計
画
の
基
本
調
査
を
実
施

し
た
結
果
は

類
似
施
設
を
有
す
る
他
自

治
体
と
比
較
し
て
過
大
施

設
や
維
持
費
に
係
る
財
政
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
整
備
は
見
送
り

た
い
。
た
だ
し
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
資
す
る
よ
う
関
係
者
と
意

見
交
換
は
続
け
て
い
く
。

赤
嶺 

秀
德 

議
員

（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

廃
船
に
つ
い
て

町
内
の
各
漁
港
に
は
多

数
の
廃
船
が
放
置
さ
れ
野
晒
し
に

な
っ
て
美
観
を
損
ね
て
い
る
。
町

で
計
画
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

令
和
３
年
度
９
月
補
正

で
、
所
有
者
不
明
の
廃
船

を
処
分
す
る
予
算
を
計
上
し
、
儀

間
漁
港
２
隻
、
鳥
島
漁
港
で
７
隻
、

計
９
隻
の
所
有
者
不
明
の
船
舶
の

撤
去
費
用
と
す
る
。

宇
江
原 

総
清 

議
員

（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

銭
田
川
の
改
修
工
事
は
、

私
と
当
時
の
建
設
課
長
と

県
が
調
整
し
、
二
面
の
石
積
み
傾

斜
の
工
法
と
し
た
。
美
栄
橋
ま
で

は
同
工
法
を
取
っ
た
。
そ
の
上
流

に
つ
い
て
も
同
様
な
工
法
と
７
か

所
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
遊
水
池
）
を

造
成
す
る
事
も
同
意
。
そ
の
理
由

は
、
同
河
川
改
修
に
反
対
を
し
て

い
た
地
権
者
か
ら
契
約
の
同
意
を

得
た
経
緯
が
あ
る
。

住
宅
地
の
安
全
の
た
め
、

可
能
な
か
ぎ
り
住
宅
地
と

排
水
路
を
離
し
、
必
要
な
通
水
断

面
と
維
持
管
理
用
道
路
を
確
保
す

る
た
め
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法

と
な
っ
て
い
る
。

吉
永 

浩 

議
員

（
令
和
２
年
９
月
定
例
会
）

久
米
島
町
行
政
改
革
の
進

捗
に
つ
い
て

①
第
２
次
久
米
島
町
行
政
改
革
大

綱
の
評
価
は

②
取
り
組
み
の
継
続
性
は

①
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

に
示
さ
れ
て
い
る
方
策

の
達
成
状
況
を
検
証
し
た
結
果
、

「
達
成
」、「
概
ね
達
成
」
が
80
％

と
な
っ
て
お
り
、「
未
達
成
」、「
見

直
し
」
が
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
総
合
計
画
と
一
体
的
に
進
め
る

こ
と
と
し
、
後
期
基
本
計
画
と

包
括
し
て
い
る
。
今
後
は
継
続

的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

新
垣 

幸
子 

議
員

（
令
和
２
年
12
月
定
例
会
）

歯
科
診
療
所
の
開
設
に
つ

い
て

　

何
十
回
も
本
島
の
歯
科
医
院
に

通
院
し
て
い
る
方
々
か
ら
の
切
実

な
声
が
あ
り
ま
す
。
健
康
や
命
に

関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
も

最
優
先
さ
せ
る
べ
き
こ
と
で
す
が
、

今
後
の
具
体
的
な
対
応
を
伺
い
た

い
。

２
か
所
あ
っ
た
歯
科
医
療

体
制
を
早
期
に
復
活
さ
せ

る
た
め
に
、令
和
３
年
７
月
に
「
歯

科
医
療
体
制
の
あ
り
方
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
立
ち
上
げ
、

歯
科
医
院
開
設
に
向
け
た
取
り
組

み
に
関
し
多
面
的
に
調
査
、
検
証
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に

お
い
て
、
歯
科
医
師
の
確
保
と
渡

航
費
の
助
成
（
３
歳
か
ら
小
学
校

卒
業
ま
で
。
同
行
の
保
護
者
１
名
）

に
つ
い
て
速
や
か
に
実
施
。

追  
跡
追  
跡
あ
の
一
般
質
問
は
ど
う
な
っ
た

あ
の
一
般
質
問
は
ど
う
な
っ
た

令
和
２
年
３
月
か
ら
令
和
２
年
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
、
そ
の
後
の
対
応

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

対
策

継
続

対
策

対
策

対
策

質
問

質
問

対
策

対
策
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棚
原 

哲
也 

議
員

（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
患

者
発
生
時
の
公
立
久
米
島

病
院
及
び
町
の
対
応
方
針
は

陽
性
者
へ
の
対
応
は
南
部

保
健
所
及
び
指
定
医
療
機

関
が
行
う
。
町
民
が
発
熱
等
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
疑
っ
た
場
合
、
公
立
久
米
島

病
院
へ
電
話
し
指
示
を
受
け
る
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
本
島
に
検
体
を
輸

送
し
確
定
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
、
院
内
で
対
応
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
公
立
久
米
島
病
院
の
入

院
受
け
入
れ
態
勢
と
し
て
は
、
最

大
15
床
確
保
し
て
い
る
。

喜
久
里 

猛 

議
員

（
令
和
２
年
９
月
定
例
会
）

戦
跡
保
存
は

に
ぶ
ち
森
の
旧
日
本
軍
の

陣
地
は
、
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
た
久

米
島
で
は
数
少
な
い
戦
跡
で
あ
る
。

児
童
学
習
に
利
用
で
き
な
い
か
。

記
録
と
し
て
残
す
た
め
、

「
久
米
島
町
史
資
料
編

１
ー
久
米
島
の
戦
争
記
録
―
」
に

載
録
し
て
い
る
。
戦
跡
巡
り
で
現

地
を
見
学
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
平
和
学
習
に
活
か
せ
る

よ
う
に
す
る
。

真
栄
平 

建
正 

議
員

（
令
和
２
年
９
月
定
例
会
）

久
米
島
堆
肥
セ
ン
タ
ー
直
営

後
の
生
産
管
理
は

①
年
間
の
牛
糞
発
生
量
試
算
値
、

農
家
か
ら
の
引
取
要
望
量
、
引

取
量
実
績
は
。
引
取
量
を
処
理

す
る
た
め
の
堆
肥
化
サ
イ
ク
ル

の
必
要
日
数
は
。

②
平
均
的
な
含
水
率
と
仕
込
み
時

の
含
水
比
は
。

③
堆
肥
仕
込
み
時
期
の
温
度
管
理

状
況
と
、
最
高
温
度
は
。
細
菌
、

雑
草
種
子
の
死
滅
さ
せ
る
の
に

必
要
と
さ
れ
る
堆
肥
温
度
は
。

①
年
間
発
生
量
は
沖
縄

県
畜
産
会
の
資
料
を
参

考
に
約
１
７ ,
６
１
９
ト
ン
。

要
望
量
と
取
引
量
が
約
２ ,

８
２
９
ト
ン
。
堆
肥
化
サ
イ
ク
ル

の
必
要
日
数
は
約
３
か
月
。

②
含
水
率
は
牛
糞
が
82
・
６
％
、

戻
し
堆
肥
が
78
・
８
％
、
バ
カ

ス
が
35
％
と
な
っ
て
い
る
。
含

水
比
率
は
60
％
か
ら
65
％
に
な

る
よ
う
に
仕
込
ん
で
い
る
。

③
温
度
管
理
状
況
は
、
温
度
計
で

計
測
。
最
高
温
度
は
、
79
度
が

計
測
さ
れ
て
い
る
。
病
原
菌
や

寄
生
虫
、
雑
草
の
種
子
は
、
堆

肥
の
温
度
が
60
度
以
上
の
高
温

が
続
く
と
死
滅
す
る
。

東
江 

浩
明 

議
員

（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

堆
肥
セ
ン
タ
ー
品
質
向
上

取
り
組
み
と
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
対
策
の
現
状
は

堆
肥
セ
ン
タ
ー
視
察
に
伴

い
、
二
次
発
酵
の
段
階
で

マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
で
仕
切
り

返
し
、
堆
肥
全
体
に
均
一
産
雇
供

給
、
水
分
蒸
発
促
進
し
、
良
質
堆

肥
製
造
対
策
。
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
対
策
は
久
米
島
土
壌
菌
を
培
養

し
、
圃
場
に
て
４
パ
タ
ー
ン
実
証

実
験
を
進
行
中
。　

翁
長 

学 

議
員

（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

農
水
産
業
に
お
け
る
畜

産
、
花
卉
園
芸
、
水
産
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
価

格
が
低
迷
し
て
い
る
。
町
と
し
て

ど
う
支
援
す
る
か
。

国
の
支
援
策
を
踏
ま
え
検

討
。

　

国
の
持
続
化
給
付
金
と
久
米
島

町
地
域
産
業
応
援
給
付
金
を
申
請

す
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
た
が
、

現
在
は
事
業
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

幸
地 

猛 

議
員

幸
（
令
和
２
年
６
月
定
例
会
）

海
洋
深
層
水
大
規
模
取
水

管
導
入
計
画
に
つ
い
て

① 

事
業
主
体
、
事
業
内
容
、
総
事

業
費
と
国
、
県
、
町
の
負
担
割

合
に
つ
い
て

② 

温
度
差
発
電
計
画
に
つ
い
て

③ 

立
地
企
業
の
選
定
及
び
施
設
管

理
運
営
に
つ
い
て

①
事
業
主
体
は
町
。
水
産

養
殖
施
設
整
備
、
付

帯
施
設
と
し
て
深
層
水
及
び
表

層
水
導
水
管
。
総
事
業
費
約

１
６
０
億
円
程
度
。
国
２
／
３
、

残
り
１
／
３
を
事
業
主
体
が
負

担
。
事
業
主
体
に
つ
い
て
県
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

②
民
間
事
業
者
が
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
整
備
す
る
計
画
を

想
定
し
て
い
る
。

③
海
洋
深
層
水
企
業
設
置
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
選
定
。
公
営

方
式
、
民
営
方
式
、
公
社
方
式

の
い
ず
れ
か
を
想
定
し
て
い
る
。

玉
城 

安
雄 

議
員

（
令
和
２
年
９
月
定
例
会
）

真
謝
地
区
の
通
作
道
で
あ

る
マ
ン
ド
ウ
原
道
路
は
十

年
来
に
わ
た
り
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
ら
れ
議
論
し
て
い
る
が
整
備
、

改
善
に
至
っ
て
い
な
い
。
道
路
洗

掘
、
墓
や
北
真
謝
の
農
地
等
の
土

砂
被
害
の
原
因
を
調
査
し
、
整
備

に
向
け
結
論
を
出
す
時
期
で
は
な

い
か
。

道
路
の
浸
食
は
県
道
の
橋

面
排
水
等
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
県
と
も
調
整
し
補
修
で
対

応
す
る
。
整
備
つ
い
て
は
、
費
用

対
効
果
が
低
く
採
択
基
準
に
達
し

て
い
な
い
の
で
厳
し
い
が
、
他
の

国
庫
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
か
検
討
し

て
い
く
。

対
策

質
問

質
問

対
策

質
問

対
策

質
問

質
問

対
策

対
策

質
問

対
策

質
問

継
続



2222くめじま議会だより No.78
2021（令和3）年12月1日

9 月 定 例 会

令和２年度決算
決算に伴う現場調査
町政を問う  一般質問
議会その後の対応
議会のうごき・編集後記

定例会・臨時会で決まったこと
 ・・・・・・・・・・・・ 2～3Ｐ ・・・・・・・・・・・・ 2～3Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４～５Ｐ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ
・・・・・・・・・・７～ 19Ｐ

・・・・・・・・・・・・・20 ～ 21Ｐ
・・・・・・・・・・・・22Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４～５Ｐ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ
・・・・・・・・・・７～ 19Ｐ

・・・・・・・・・・・・・20 ～ 21Ｐ
・・・・・・・・・・・・22Ｐ

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。

町内の四季折々の風景、イベント、自治体や学校等の行事などの写真をお寄せ下さい。
※被写体が人物の場合、必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　               詳しくは議会事務局まで

募集
内容

写真提供：パラグライダー空撮・新垣さん（字兼城）

絶景！ 空から眺める美らの島

2021.12.1
No.78

久米島町の人口・世帯数（2021年9月末現在）（2021年9月末現在）

男 4,034人

7,607人計

女 3,573人

4,002世帯
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議会の
うごき
議会の
うごき　　　　　　■令和３年８月 ■■■■■

ɹɹɹɹɹɹ  ̑೔ ɾ޿ใҕ員ձ
ɹɹɹɹɹ    ��೔ ɾୈ̓ճྟ࣌ձ
��೔ ɾώϡʔϚϯηϯτϦοΫ久ถౡࣾࢧམ

੒ࣜʹ議長ग़੮
��೔ ɾ議ձӡӦҕ員ձ

■令和３年９月 ■■■■■
 ̎೔ ɾܾࢉʹ൐͏ݱ৔ௐࠪ
ɹɹ  ɾߴ଎ધ಺ཡ
        ɾόχϥϋ΢εݟ学

 ̒೔ ɾ݄̕ఆྫձ
        ɾ建ઃࡁܦҕ員ձ
 ̓೔ ɾ݄̕ఆྫձ
        ɾ޿ใҕ員ձ
 ̔೔ ɾ݄̕ఆྫձ
 ̕೔ ɾ݄̕ఆྫձ
��೔ ɾܾࢉ৹ࠪಛผҕ員ձ
        ɾ建ઃࡁܦҕ員ձ
��೔ ɾܾࢉ৹ࠪಛผҕ員ձ
��೔ ɾ議ձӡӦҕ員ձ
��೔ ɾ݄̕ఆྫձดձ

■令和３年10月 ■■■■■
 ̒೔ ɾษڧձ 	総߹ܭըɺաૄܭըɺࠃ౔ར༻

ըܭ 

ɹ  ɹɾ;Ε͍͋ؗࢪઃݟ学
ɹ  ɹɾফ๷ிࣷ࡯ࢹ

��೔ ɾ久ถౡ঎޻ձཁ੥ʹ議長ରԠ
��೔ ɾೆ෦཭ౡொ村議長࿈བྷڠ議ձ໾員ձٴͼ

総ձʹ議長ग़੮࣌ྟ
��೔ ɾ子Ͳ΋議ձϦϋʔαϧ
          	議ձੑ׆Խҕ員ձ 
ɹ

��೔ ɾָఱஂٿ๚໰ 	議長ɺৗ೚ҕ員長 

��೔ ɾԭೄݝ཭ౡৼࢢڵொ村議ձ議長ձܾ؂ࢉ

ࠪʹ議長ग़੮
��೔ ɾԭೄݝொ村議ձ議長ձఆྫ総ձʹ議長ग़੮
��೔ ɾ議ձӡӦҕ員ձ
ɹɹ  ɾୈ̕ճྟ࣌ձ
ɹɹ  ɾશ員ڠ議ձ
��೔ ɾϋϫΠ࢞ຓౡఏ̌̍ܞप೥ηϨϞχʔʹ

正෭議長ग़੮
ɹɹ  ɾ+5"ࢁ৓ࢧళ長දܟʹ議長ରԠ
ɹɹ  ɾೆ෦޿Ҭࢢொ村ࣄݍ຿૊߹議ձఆྫձʹ

議員ग़੮

バニラハウス見学

ふれあい館施設見学 消防庁舎視察

高速船内覧

子ども議会リハーサル

早くコロナが終息しますように
願いを込めて・・・。

旧歴８月15日に行われた兼城十五夜「拝所まわり」

～兼城獅子舞～
コロナをやっつけろー！コロナをやっつけろー！

　
９
月
定
例
会
も
コ
ロ
ナ
緊
急

事
態
宣
言
中
で
あ
っ
た
。
本
町

民
も
戦
々
恐
々
と
し
た
環
境

で
、
感
染
拡
大
の
心
配
も
あ
っ

た
が
、
よ
く
抑
え
た
と
思
う
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
町
民
の
健

康
第
一。
コ
ロ
ナ
環
境
の
中
で

議
会
の
活
性
化
も
顕
著
に
な
っ

た
。
そ
の
１
つ
が
、
旧
仲
里

歯
科
診
療
所
の
復
活
問
題
だ
。

同
僚
議
員
等
が
歯
科
医
師
や

県
所
管
等
に
窮
状
を
訴
え
る

等
、
東
奔
西
走
、
議
会
で
の

質
問
も
白
熱
し
た
。
議
会
活

性
化
の
実
現
だ
。
議
会
は
や

や
と
も
す
れ
ば
、
町
執
行
部

の
意
見
を
求
め
る
に
と
ど
ま
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
自
分
の
意
見

を
述
べ
な
い
と
い
わ
れ
る
島
人

気
風
を
抜
け
て
、
思
っ
た
意
見

を
単
刀
直
入
に
述
べ
、
町
民
に

も
直
受
け
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
同
僚
議
員
等
の
行
動
を

見
習
い
、
議
会
に
臨
み
た
い
。

（
宇
江
原
総
清
議
員
）

広
報
委
員

吉　
永　
　
　
浩

　
赤　
嶺　
秀　
德

宇
江
原　
総　
清

真
栄
平　
建　
正

富　
永　
　
　
肇

編

集

後

記




